
企業の持続的成長のためには従来の「リスクとリターン」という2つの要素だけではなく、さ
らに「インパクト」のある投資を行う必要があります。そのためには有形資本だけではなく、すべ
ての事業活動に影響を及ぼす無形資本の強化と外部への開示が重要です。無形資本の重要な
柱の１つである「知的財産」では、洗練された知財戦略が必須となり、知財戦略力強化にはIP
ランドスケープ、オープン＆クローズ戦略、知財ポートフォリオマネジメント、そして知財部門
の組織デザインを確立していきます。さらに「守り」、「攻め」、そして「共創（協業）」の3領域すべて
を考慮しなければなりません。「守り」では自社知財の権利形成による事業の保護、「攻め」は自
社の知財ポートフォリオ管理に基づいた知財の取得と活用による企業価値の向上、「共創」は共
創目的を含んだ共通価値創造を実施します。また、10年後のありたい姿である「さまざまな産業
界や社会がそれぞれ自律しながらも連携した共生型のものとなる」ことを実現するためには、
YOKOGAWAは社会が抱える課題の解決に率先して取り組んでいきます。

SoS(System of Systems)とコー ポレ ート・ブ ランド・スロー ガン で ある「Co-innovating 
tomorrow」を起点に、社内外のステークホルダーとの連携基盤を強化します。実際には他の企
業や地域社会、コミュニティ、社員などのすべてのステークホルダーの協調行動が活発化する
ことにより、社会の効率性を高めることができるという考え方により、社会の信頼関係、規範、
ネットワークといった社会組織の重要性を担保しながら、自律と共生によって持続的な価値を
創造し社会課題の解決をリードすることこそが私たちの目標です。

YOKOGAWAは、令和5年度 知財功労賞 特許庁長官表彰を受賞しました。①オープンイノ
ベーションの取り組み、②約180の機関と連携した技術開発、③スタートアップ企業や研究機
関と連携したバイオエコノミー関連事業の推進が受賞のポイントとなりました。YOKOGAWA
は、知的財産権制度を有効活用した「共創」への取り組みを推進し、持続可能な社会の実現を
リードします。

YOKOGAWAのビジョンに基づく知的資本＆社会関係資本強化について

マーケティング本部長

阿部 剛士

1. お客様を含めた社内外と複数の組織をお互いに絡め合い（共創して）お客様の価値創造に貢献します。
2.  イノベーションシナリオを策定し、それらを研究開発活動へ反映することで将来のビジネスを育成するとともに事業インキュベー

ションを行います。

イノベーションセンターは次の2つのミッションに基づき活動しています。

4 経営資本

知的資本

YOKOGAWAの研究開発には、お客様の動向と現状認識を踏まえて、業種別セグメントで迅速に解決する製品開発・先行開発活
動と、お客様やパートナーとの共創を通じて、未来を見据えた新しい価値をいち早く提供することに挑戦するイノベーション活
動があります。前者を主に事業部が、後者を主にイノベーションセンターが担当しています。

どのような機能を有する材料をどのように生産し、どうやっ
て活用するのか、それに対してどのように有効な手段の開発・提
供を行うのかが、YOKOGAWAのR&D活動の基本的な考え方です。

イノベーションセンターでは、3つのテーマでR&D活動を行
っています。Energy & Sustainability Innovationは、これまで
のコアビジネスであるインダストリーオートメーションの深化・拡充を推進し、プロセスオートメーション産業に貢献します。

Life InnovationおよびMaterial Innovationは、YOKOGAWAのこれまでのビジネスの延長線上ではなく、新たにチャレンジして
いくエリアになります。

YOKOGAWAでは、社外シーズ・リソース（先端技術、ノウハウ、人財等）の活用や連携を行うオープンイノベーションを積極的に推
進しています。外部組織と協業することで、お客様に提供する価値の最大化を目指しています。最適な協業パートナーを探索する活
動として、国内外の大学・研究機関との連携、ベンチャー企業紹介サービスの活用に取り組んでおり、外部組織とのCo-innovationを
推進する機会を大きく広げて、先端技術や最新情報を早い段階で獲得し、新規事業開発の創出につなげています。また、これらオー
プンイノベーション活動と、それを支える全社的なしくみと知財活動が高く評価され、令和5年度 知財功労賞 特許庁長官表彰を受
賞しました。今後も、デジタルトランスフォーメーションによる既存事業の変革に加え、バイオテクノロジー、ライフサイエンス、
水、海洋、宇宙分野で、オープンイノベーションを活用した新規市場開拓に注力していきます。

国際標準化活動は、「ルールメイキング」の視点で、企業にとっての競争優位性を担保する活動の1つとして、事業戦略上とても
大きな意味を持ちます。一方で、先行投資を行う技術が市場で支持されるか否かを決定付けることから、研究開発戦略でも重要な
要素といえます。

YOKOGAWAは、研究開発戦略および知財戦略との連携を図りながら、各分野において国際標準化活動に積極的に取り組み、IEC
やISOなど多くの国際標準化組織のメンバーとして活動しています。YOKOGAWAはお客様にとっての価値向上に向けて、通信や
ソフトウエアなどの相互運用性が求められる国際標準について重点的に活動を進め、必要があればYOKOGAWAの知的財産を公
開する、またはライセンス契約により使用許諾する方針をとっています。

知財部門では、IT/OT融合が進み大きく変化する事業環境を踏まえ、新たな知財戦略を策定し実行しています。また、知財部門は、
マーケティング本部内に位置し、R＆D、ブランド、デザイン、M&A・アライアンス等の各部門と緊密に協調できる体制となっています。

YOKOGAWAは、イノベーション活動によってお客様の課題発掘に向けたより広い視
点と深い理解のもとに、お客様が享受するサステナブルな価値を共創しています。イノ
ベーション創出プロセスは左図のとおり３つのステージから成ります。課題発掘・価値
創造・アイデア創出ステージでは、お客様の課題やお客様の動向、事業環境の変化から、
未来シナリオを描き研究開発テーマに落とし込みます。

研究開発・インキュベーションステージでは、オープンイノベーション・知的財産・技
術マーケティングを活用し、研究テーマによる価値検証と実現性の確認から具体的な
サービスや製品イメージを構築します。さらにDX技術を適用して、新しい価値創造を図
ります。プロトタイピングステージでは、PoC（Proof of Concept）を通じて、お客様との
ヒアリングを重ね、迅速かつ効率的に完成度を上げて、新しい価値創出を行います。イノ
ベーション活動では、これら３つのステージを経て、お客様の課題発掘から課題解決に
結びつけます。
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YOKOGAWAの
研究開発体制

自社による知財の取得
非IA業界の企業が競合になり得る状況を鑑み、知財ポートフォリオ管理に基づいた出願戦略のもとIT/OT分野の発明の創出、権

利化を推進しています。特に注力している技術分野について積極的な知財の創出、権利形成を図ることで、「攻め」や「共創」も見据
えた知財取得を進めています。
第三者からの知財の獲得

より競争力の高いビジネスと、共創目的を含んだ共通価値創造を行うため、M&A、オープンイノベーションによる新たな事業
展開を行い、知財の取得を図っています。M&A・出資における知財デューデリジェンスやPMIの業務標準化を行い、効果的かつ効
率的なリスク評価と知財の獲得を進めています。

知財DX化
新たに知財管理システムAnaquaを導入し、国内外の外部リソース（特許事務所等）との連携を図っています。事業部門への

Anaquaの展開により、迅速適切な知財ポートフォリオ管理を行う体制を強化しています。
判断主体の明確化

自社の知財取り扱いに関する判断を、知財部門が主体的に行うことを明確にしました。権利化や権利放棄等に関する判断の迅
速化だけでなく、これまでの技術情報に加え、マーケット情報やビジネス情報等の多面的な情報を基にした知財ポートフォリオ
の強化が可能となりました。

知財戦略の策定と実行

知財功労賞受賞

知財活動強化のための組織体制作り

Life Innovation
医薬品の迅速な開発
生産プロセス支援

Material Innovation
新循環型社会の実現を目指して
新たな分野へのチャレンジ

Energy &
Sustainability
Innovation
多様化するIAの
高効率化・自律化
PA産業のバリュー
チェーンの全体最適

左から：横河電機 阿部 剛士 常務執行役員、
特許庁 濱野 幸一 長官、
横河電機 奈良 寿 社長、他当社社員
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オープンイノベーション活動

YOKOGAWAのR&D戦略

国際標準化活動

イノベーション（研究開発／R&D）

Connect​&​Development

知的財産
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